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ト
レ
市
立
銚
路
総
合
病
院
・
（
浪
証
舅
院
長
）
］
が
今
秋
欧
で
に
道
か
ら
道
内
三
番
目
の
地
方
セ
ン
タ
ユ
睨
の
想
萎
受
け
二
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『
．
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・
同
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一
眼
９
　
蕗
盾
屎
沿
路
、
『
緩
苑
方
の
中
篇
磐
し
て
検
査
セ
ン
タ
ー
的
な
機
能
を
備
え
や
他
の
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市
町
村
に
専
門
医
師
を
派
還
し
た
り
．
叔
急
医
練
や
研
究
、
研
煩
な
ど
臨
床
面
で
も
中
心
に
な
っ
て
機
能
面
果
た
畜
」
と

　
　
　

に
な
る
．
同
病
肺
は
「
道
と
の
協
臨
を
進
め
弧
客
１
　
蓉
曼
け
た
い
」
（
佐
立
敏
櫛
唯
接
）
と
し
て
お
り
、
文
字
通

　
　
　

ｎ
疹
幹
医
麿
機
翻
と
し
て
の
地
位
を
圃
め
る
こ
と
に
な
る
．
・
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年
内
実
現
へ

釧路、根蜜圈の

　

地
方
セ
ン
タ
ー
病
院
は
第
三

次
保
健
医
療
圏
の
よ
り
高
度

刄
．
尊
門
医
原
に
対
応
で
き
る
．

機
能
を
備
え
、
臨
床
に
密
着
し

だ
研
修
や
研
嘱
が
可
能
な
施
設

を
巡
が
掴
定
す
る
も
９
機
能

と
し
て
五
百
床
以
上
の
入
院
ベ

ッ
ド
数
を
有
し
．
内
科
、
外
科
、

小
児
科
．
精
神
科
．
脳
神
経
外

科
な
ど
総
合
的
な
診
騨

つ
病
院
が
対
饌
と
な
る
。
医
療

機
能
と
し
て
は
銚
路
、
根
室
地

作
紫
急
ぐ

‘

方
の
病
院
に
常
時
、
派
遣
で
き

る
専
門
医
を
配
臓
し
診
療
協
力

や
技
術
支
援
を
行
つ
。
。
家
だ
救

急
医
療
面
で
魚
器
救
急
セ
ン

担
い
。
地
域
セ
ン
タ
ー
桐
院
か

ら
の
愚
者
移
送
に
あ
た
っ
て
も

裔
度
な
技
術
支
援
を
行
う
。
さ

は
呈
百
と
な
る
。
遍
楚
に
伴

い
病
棟
や
診
原
練
、
耐
修
棟
の

医
唇
箇
夥
擾
偏
に
あ

ら
に
研
修
、
研
究
面
で
も
臨
床

救
育
を
通
じ
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ケ
『

ア
（
一
次
医
療
）
を
は
じ
め
、

大
学
病
院
と
の
巡
携
を
深
め
臨

床
の
研
究
も
行
う
。

　

道
は
箔
二
次
医
療
圏
の
地
方

セ
ン
タ
ー
病
院
を
返
内
に
六
施

設
指
定
す
る
計
圃
だ
が
、
こ
れ

ま
で
に
帯
広
厚
鏃
病
院
（
昭
和

五
十
四
年
度
）
．
北
見
赤
十
字
総

合
病
院
（
平
成
三
年
度
）
の
二
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た
っ
て
は
道
が
竺
分
の
一
の
補

助
を
行
う
ほ
か
、
研
眼
や
医
師

派
遣
に
対
し
て
は
二
分
の
一
の

一

補
助
が
受
け
ら
れ
る
。
。
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セ
ン
タ
ー
病
院
の
指
定
に
向

　
　
　
け
て
は
釧
路
管
内
十
市
釘
村
で

構
成
す
る
釧
路
挫
直
旅
協
議

会
（
会
長
・
鍔
淵
釧
路
市
長
）

の
四
年
度
総
会
で
推
薦
を
受

け
、
さ
ら
に
根
塞
挫
言
擢
協

殿
会
（
合
一
畏
火
矢
根
宍
市
長
）

で
も
近
ぐ
眸
５
　
繁
一
で
推
薦
さ

れ
る
見
返
し
で
｛
道
と
し
て
は

四
年
度
中
の
指
定
を
目
指
す
｝

長
）
方
針
だ
パ
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こ
れ
に
対
し
筒
病
院
で
ぽ
。

し
、
医
療
檄
器
の
面
で
も
羅
備

さ
れ
て
い
る
Ｊ
．
円
院
と
し
て
も

人
的
な
面
な
ど
で
多
少
の
負
掴

は
伴
之
司
濯
と
細
か
い
面
を

協
眼
し
な
が
ら
罪
業
を
進
め
た

い
」
（
を
々
井
亭
務
長
）
と
し
て

お
り
、
遭
内
有
数
の
医
擬
過
疎

が
統
ぐ
釧
損
地
域
に
と
っ
て
は

大
き
な
前
進
と
い
え
そ
５
　
だ
。
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